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ⅡⅡⅡⅡ 福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業のののの主要主要主要主要なななな課題課題課題課題

１１１１ 新新新新たなたなたなたな養殖種養殖種養殖種養殖種のののの開発開発開発開発 ～～～～真珠養殖真珠養殖真珠養殖真珠養殖がががが始動始動始動始動～～～～

（（（（１１１１））））現状現状現状現状とととと課題課題課題課題

筑前海は多様な漁船漁業が営まれる海域ですが、冬季には北からの季節風により海が

荒れるため、操業日数が減り、生産が不安定となっています。また、ほとんどの海岸線

が北側に面しており、年間を通して静穏な海域は少ないことから、これまで大規模な養

殖業が発達していませんでした。このため、年間を通じて収入が得られる新たな養殖種

の開発が求められていました。

全国の真珠産地では、６年頃からアコヤガイの原

因不明の大量へい死が発生し、健全な貝の確保が困

難となっていました。このような中、県が12年に新

宮町相島で国内唯一の純国産、無病のアコヤガイを

発見しました。この貴重な貝を利用した養殖技術の

確立を目指し、研究を開始しました。

（（（（２２２２））））対策対策対策対策

■■■■母貝養殖試験母貝養殖試験母貝養殖試験母貝養殖試験

当初は、真珠養殖に用いるアコヤガイ（母貝）

を全国各地の真珠産地に供給する目的で、県は、

九州大学及び（株)ミキモト真珠研究所とともに、

効率的な天然採苗手法の開発や真珠養殖に適した

母貝づくりの技術開発に取り組みました。その結

果、17年度には、日本初となる波の荒い外海(玄

界灘)での真珠母貝の生産技術を確立しました。

■■■■真珠養殖試験真珠養殖試験真珠養殖試験真珠養殖試験

その後、真珠母貝としての優良性を確認するた

め相島で挿核試験を行ったところ、生残率が高く、

大型化するという貝の特徴から、他県の産地に比

べ長期間（約１年半）の養殖が可能であり、しか

も、出来た真珠は真珠層が厚く、世界的にも価値

の高い、高品質な大珠真珠（８mm以上）であるこ
おおだま

とが明らかとなりました。

相島(新宮町)

挿核を終え漁場に戻される真珠母貝

相島産真珠ネックレス

相島産アコヤガイから産出された

真珠を用いたネックレス（試作品）

福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業のののの主要主要主要主要なななな課題課題課題課題



- 8 -
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■■■■今後今後今後今後のののの展開展開展開展開

このような良好な研究成果を踏まえ、県では、収益性が高く産業創出にもつながる新

宮相島での真珠養殖の事業化を目指し、新宮町や(株)ミキモトと協議を重ねてきまし

た。その結果、19年１月４日には、県、新宮町及び(株)ミキモトの三者で真珠養殖事

業化に係る立地協定が締結されました。

その後、現地に（株）ミキモト博多真珠養殖が設立され、現在、相島の漁業者等と協

力しながら、真珠養殖の取り組みが進められています。

県は、新宮町とも連携しながら、今後ともこの真珠養殖の事業化について支援を行い、

将来的には真珠を核とした観光産業の開発などの新産業創出を目指します。

立地協定の様子(左から中野新宮町長、

田中ミキモト社長、麻生知事)

相島での記念挿核の様子

（中央は中島副知事）
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＜＜＜＜参考資料参考資料参考資料参考資料＞＞＞＞真珠真珠真珠真珠がががが出来出来出来出来るまでるまでるまでるまで

杉の葉などを海中に沈めて浮遊してい
る稚貝を付着させる。

貝に付着するプランクトンやフジツボな

どを掃除したり、成長に応じて籠を入れ
替える。

挿核（核入れ）の為の母貝を選別し、

手術による反応を和らげるために貝の
生理活動を抑制する。

母貝の成長に応じて籠を入れ替えたり、貝に付着す

るプランクトンやフジツボなどを定期的に掃除する。
夏場は特に頻繁に掃除を行う。

母貝に核と真珠層を分泌する細
胞を一緒に移植する。

手術後は波の穏やかなと
ころで母貝の活動を抑え
る。

稚貝採取稚貝採取稚貝採取稚貝採取

2222年貝養成年貝養成年貝養成年貝養成 母貝選別母貝選別母貝選別母貝選別 抑制抑制抑制抑制（（（（ 挿核準備挿核準備挿核準備挿核準備））））

挿核挿核挿核挿核 養生養生養生養生

収穫収穫収穫収穫

貝貝貝貝のののの手入手入手入手入れれれれ

貝貝貝貝のののの手入手入手入手入れれれれ
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福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業のののの主要主要主要主要なななな課題課題課題課題

２２２２ 有明海有明海有明海有明海アサリアサリアサリアサリ資源資源資源資源のののの回復回復回復回復 ～～～～大切大切大切大切ななななアサリアサリアサリアサリ資源資源資源資源をををを未来未来未来未来につなぐためににつなぐためににつなぐためににつなぐために～～～～

（（（（１１１１））））現状現状現状現状とととと課題課題課題課題

県では、有明海再生対策として、底質の改

善と海域の環境保全を図るために漁場に砂を

まく覆砂事業を大規模に展開してきました。

その結果、近年ノリ養殖の生産も安定してお

り、18年度は15億枚という例年を上回る生産

量でした。

また、有明海の漁船漁業を支えてきたアサ

リは、覆砂した干潟域を中心に資源が回復し、

18年度には過去10年間で最高の約６千トンの

漁獲量となりました。

しかしながら、アサリ漁業では、漁業者が

選別や砂抜きを行わないまま個人的に出荷し

ているため、安価で取引されており、漁業者

は少しでも多くの収入を得るため、どうして

も多くのアサリを漁獲してしまう傾向にあり

ます。

また、一部の心ない漁業者により、資源保

護のため漁獲が禁止されている３㎝以下のア

サリも漁獲されています。

将来にわたり有明海のアサリ資源を有効に利用していくためには、何より、漁業者一

人一人が資源管理の意識を持ち、自らアサリ資源を守っていくことが重要となります。

そのためには、漁業取締の強化を図る一方で、資源管理を徹底して大きなアサリだけ

を漁獲し、砂抜きなど品質管理を行って出荷することで、アサリの単価向上を図り、資

源管理が収入向上につながることを漁業者に理解してもらうことが大切です。

アサリ漁獲量の推移

覆砂漁場に発生したアサリ

アサリアサリアサリアサリがががが増増増増ええええ
たねたねたねたね。。。。

アサリアサリアサリアサリ資源資源資源資源のののの増加増加増加増加

採採採採りすぎてりすぎてりすぎてりすぎてアサリアサリアサリアサリ
がいなくなっがいなくなっがいなくなっがいなくなっ
ちゃったよちゃったよちゃったよちゃったよ。。。。

資源資源資源資源のののの枯渇枯渇枯渇枯渇
低収入低収入低収入低収入

ずっとずっとずっとずっとアサリアサリアサリアサリがががが採採採採
れるねれるねれるねれるね！！！！！！！！

資源資源資源資源のののの持続的利用持続的利用持続的利用持続的利用
高収入高収入高収入高収入

大大大大きいきいきいきいアサリアサリアサリアサリならならならなら
高高高高くくくく売売売売れるかられるかられるかられるから、、、、
少少少少しでしでしでしで十分十分十分十分だだだだ！！！！

小小小小さくたってかまうもんかさくたってかまうもんかさくたってかまうもんかさくたってかまうもんか！！！！
でもでもでもでも安安安安いからたくさんいからたくさんいからたくさんいからたくさん採採採採らならならならな
きゃなきゃなきゃなきゃな！！！！

これがこれがこれがこれが現状現状現状現状

有効活用有効活用有効活用有効活用するとするとするとすると・・・・・・・・・・・・
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福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業のののの主要主要主要主要なななな課題課題課題課題

（（（（２２２２））））対策対策対策対策

■■■■アサリアサリアサリアサリのののの試験販売試験販売試験販売試験販売

18年4月に、北九州、福岡両都市圏の水産物

直販所において有明海産アサリの試験販売を実

施しました。

アサリは大きさを揃え、砂抜きも十分に行っ

て販売したところ、いずれの販売所でもアサリ

は大変好評でした。

この取り組みに参加したアサリ漁業者の間で

は、大きなサイズのアサリだけを採ることで、

単価が約３倍に向上し、資源管理が収入増につ

ながるという認識がさらに強いものとなりまし

た。

■■■■今後今後今後今後のののの展開展開展開展開

県では、有明海のアサリ漁業者に資源管理意識を根付かせ、現在の個人による出荷か

ら、品質管理を徹底できる漁協を通じた出荷体制に移行させることで、将来にわたって

有明海のおいしいアサリを消費者に供給できるよう、19年度から次のような取り組みを

進めていきます。

県では、このような取り組みを通じ、将来的には、福岡有明産アサリを「福岡のり」

につぐ福岡有明の２大ブランドに育成していきます。

○○○○資源管理体制資源管理体制資源管理体制資源管理体制のののの構築構築構築構築

アサリの成長や資源分布状況を把握し、福岡県の有明地区にあった資源管理手法

を検討します。この成果をもとに、新たな操業ルールの策定や指導を行い、有明海

漁連を中心とした漁業者自らによる資源管理体制の構築を支援します。

○○○○共同出荷体制共同出荷体制共同出荷体制共同出荷体制のののの構築構築構築構築

モデル漁協による共同出荷体制の構築を支援し、共同出荷までの具体的な道筋を

明らかにすることで、有明海の各漁協に取り組みを普及させていきます。また、１

年を通してアサリを出荷できるよう、冷凍保存技術の開発を進めます。

○○○○販売販売販売販売・・・・流通手法流通手法流通手法流通手法のののの検討検討検討検討

一般的に福岡県の有明海産アサリは、身入りが良く、おいしいといわれています。

そこで、他県産アサリと、身入りの良さや、うまみ成分、殻の厚さ等を比較し、商

品特性を科学的に把握することで、最も効果的な販売方法を検討し、他県産アサリ

との差別化を図ります。

アサリ試験販売の様子
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福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業のののの主要主要主要主要なななな課題課題課題課題

３３３３ 養殖養殖養殖養殖カキカキカキカキのののの風評被害対策風評被害対策風評被害対策風評被害対策

（（（（１１１１））））現状現状現状現状とととと課題課題課題課題

■■■■県内県内県内県内におけるにおけるにおけるにおけるカキカキカキカキ養殖養殖養殖養殖のののの現状現状現状現状

福岡県では、昭和58年に北九州市の恒見漁協（現豊前海北部漁協恒見支所）が試験養

殖を開始したことをきっかけに本格的にカキ養殖が行われるようになりました。

その後、県内各地でも養殖が行われるようになり、現在では豊前海や筑前海の10漁協

（18支所）で年間1,500ｔを超える水揚げがなされるまでに発展し、各地域における重

要な産業の一つになっています。

■■■■県産県産県産県産カキカキカキカキののののブランドブランドブランドブランド化化化化

それぞれの生産地では、様々なＰＲイベントの開催などブランド化に関する取り組み

が行われています。

特に、カキのブランド化に当たっては、衛生管理が重要になることから、各地区とも、

カキを畜養する海水を紫外線で殺菌する装置の整備など安全・安心なカキ出荷に積極的

に取り組んでいます。

豊前海区では出荷方法や出荷資材などについて基準を定めるほか、品質の統一化を図

り、「豊前海一粒かき」のブランド名で、宅配を利用し全国に向けて販売されています。

筑前海区でも、福岡都市圏をターゲットとして、「糸島かき」や「唐泊恵比須」のブ

ランド名で、地元のカキを焼いて食べさせるカキ小屋を中心に販売されています。

■■■■ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルスによるによるによるによる風評被害風評被害風評被害風評被害のののの発生発生発生発生

18年末に全国的なノロウィルスによる集団感染が相次いだ際に、原因がカキであるか

のような報道がなされたことを受けて、県産カキの消費が著しく落ち込みました。

県産カキの産地
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県産カキは同ウィルスの検査も実施しており、すべてが陰性であったにもかかわらず、

特にカキの出荷最盛期である年末に、このような風評が買控えを呼び、市場価格が例年

の１／３、直販所への来客数が半分以下に落ち込むなど、大きな痛手を被りました。

（（（（２２２２））））対策対策対策対策

■■■■初初初初のののの県内県内県内県内カキカキカキカキ産地合同産地合同産地合同産地合同キャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーンのののの開催開催開催開催

県では、風評被害の影響を軽減する目的で、12月28日に、県内のカキ生産者、関係市

町等と共同で、天神中央公園において、合同のキャンペーンを開催しました。

普段はお互い良きライバルである各海区の生産者が

一致団結し、消費者に県産カキの安全性とおいしさを

ＰＲしました。当日は荒天にも関わらず2,000人を超え

る大勢のお客さんが詰めかけ、用意した無料配布・試

食用のカキが、開始後すぐに無くなるなど大盛況でし

た。また多くの報道関係者も来場し、県産カキを大い

にＰＲすることができました。

また、消費者にカキを安心して食べていただくため、カキに関する正しい知識など必

要な情報をホームページで情報提供し、消費回復に努めました。

■■■■カキカキカキカキ産地別産地別産地別産地別のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

19年１月には県内カキ生産者を代表し、豊前海区漁協組合長会の清水会長が、県産カ

キのＰＲのため県庁を訪れ、知事にカキを贈呈しました。また、各地域の漁業者や市町

も、福岡市天神や福岡空港内及び地元においてキャンペーンを開催し、いずれも大好評

でした。

■■■■今後今後今後今後のののの展開展開展開展開

このような生産者と行政が協力した様々な取り組みによって、風評被害により出足の

鈍かったカキの販売も徐々に勢いを取り戻し、カキの漁期中に県内各地の養殖カキをほ

ぼ売り切ることができました。県は、今後とも、カキ生産者が取り組むカキの安全性の

確保や需要の活性化に向けたＰＲ活動等に対し、支援を行っていきます。

県下合同のキャンペーン

ＰＲキャンペーン（左：福岡空港内、右：前原市内）県産カキの安全性を

ＰＲする麻生知事
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４４４４ ハヤハヤハヤハヤのののの資源回復資源回復資源回復資源回復にににに向向向向けてけてけてけて

（（（（１１１１））））現状現状現状現状とととと課題課題課題課題

ハヤ（オイカワ）は、川の中流域に広く生息している魚で、筑後地方では甘露煮など

に利用される重要な淡水魚です。しかし、近年その資源量は減少傾向が続いています。

そこで、県の内水面研究所では平成16年度からハヤの資源を回復させるため、ハヤの

稚魚（人工種苗）を大量に生産して放流する技術開発と人工的に産卵場を造成する技術

に取り組んでいます。

（（（（２２２２））））対策対策対策対策

■■■■種苗生産技術種苗生産技術種苗生産技術種苗生産技術のののの開発開発開発開発

河川でハヤを増殖させるためには、放流する人工種苗を大量に生産する必要がありま

すが、効率的に生産するためには、一度にできるだけ大量の卵を確保して、ふ化した稚

魚を放流できる大きさまで低コストで飼育する必要があります。このため、次の２つの

課題に取り組んでいます。

１）大量採卵の技術開発

ハヤは、一尾で数十万粒を生むコイとは違い、

一尾の雌が１千粒程度の卵を５月～７月の産卵期

に数度に分けて産卵するため、人工的に大量に採

卵することが難しい魚です。

そこで、１回にできるだけ大量の採卵ができる

よう、基礎的な技術開発に取り組みました。

その結果、採卵に適した産卵床の条件、親魚の

養成法、採卵数に対する必要親魚数、適正な雌雄

の性比などを明らかにしました。

福岡県の特産品‘ハヤの甘露煮’

大型水槽での採卵実験
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福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業福岡県水産業のののの主要主要主要主要なななな課題課題課題課題

２）仔魚(ふ化直後のもの)飼育技術開発

容量が１トン程度の比較的小さな水槽を用

い、餌料として、内水面所究所で大量培養の技

術を開発した淡水ミジンコと配合餌料を利用

し、必要最小限の２種類の餌での飼育に成功し、

効率が良い飼育方法の基礎技術を開発しまし

た。

■■■■産卵場造成技術開発産卵場造成技術開発産卵場造成技術開発産卵場造成技術開発

ハヤを増殖させるためには、種苗放流ととも

に、産卵場の造成も有効な方策です。

しかし、ハヤは一般的に河川の中流域の川底

が砂利で流れがある場所に産卵しますが、具体

的にどういう条件の場所を選択しているかは、

明らかになっていませんでした。

そのため、県では、河川においてハヤが実際

に産卵


